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計画段階評価の審議経過

北海道横断自動車道 網走線（端野～高野）
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【審議内容】
■計画段階評価

手続きの進め方

■地域・道路の
現状と課題

■地域意見
聴取方法(案)

対
応
方
針
の
決
定

（
概
略
ル
ー
ト
・
構
造
等
）

地域意見聴取
（第１回）

北海道
地方小委員会

○地域・道路の課題

◆意見聴取方法
<ヒアリング>

対象者
・沿線自治体等
・関係団体

<アンケート>
対象者
・地域住民
・道路利用者
・観光客

【審議内容】
■地域意見聴取の結果

■地域意見を踏まえた
路線の政策目標(案)

■地域意見を踏まえた
路線の整備方針(案)

■比較ルート(案)
（複数案）

■地域意見
聴取方法(案)

北海道
地方小委員会

地域意見聴取
（第２回）

○路線の整備方針

◆意見聴取方法
<ヒアリング>
対象者
・沿線自治体等
・関係団体

<アンケート>
対象者
・地域住民
・道路利用者
・観光客

【平成２８年１２月１日（木）】 【平成２９年８月２５日（金）
～９月２４日（日）】

【審議内容】
■地域意見聴取の

結果

■対応方針（案）
の検討

北海道
地方小委員会

【平成３０年６月１１日（月）
～６月２９日（金）】

【平成３０年２月９日（金）】 【平成３０年１２月２６日（水）】



計画段階評価の結果等一覧

北海道横断自動車道 網走線（端野～高野）

計画段階評価の結果等一覧

[案③]　現道活用・一部バイパスルート（事業費約300～340億円）

〈北見市側の区間は現道を部分的に活用し局所的な改良を行い、美幌町側を新たな自動車専用

道路で整備する案〉

(1)安全かつ効率的な物流ルートの確保による「地域を支える基幹産業の生産性向上」

 ・別線区間では事故多発箇所を回避し、現道改良区間では交通安全対策により安全性が向上

するが貨物輸送と生活交通の分離が図れない

 ・急勾配箇所、地吹雪多発箇所を一部回避できない

(2)周遊性が高く定時性の確保による「ひがし北海道の広域観光周遊促進」

 ・女満別空港と北見市が直結せず所要時間はあまり短縮されない

 ・遠軽町や旭川市、サロマ湖、能取湖など各方面への周遊性は向上しない

(3)医療拠点への速達性向上による「地域の安心できる暮らしを確保」

 ・高次医療施設への速達性が向上せず60分圏域内人口があまり増加しない。また、２次医療

施設がある網走市が圏域外のままである。

北海道横断自動車道　網走線

端野～高野

（北海道）

（課題等）

(1)物流

・物流拠点間の距離が長く長距離輸送が必

要なため地域を支える農水産業の輸送効率

化が課題

・主要農水産品の出荷ピークである冬季に

は輸送時間がかかる上、大型車事故が多発

し、安全性に課題

(2)観光

・広域観光の周遊性向上が地域発展の課題

(3)医療

・高次医療施設のある北見市のカバー面積

が広く北見市への速達性に課題

（原因）

(1)物流

・市街地部では大型車の流入により交通が

輻輳し、交差点や沿道出入りに起因する大

型車事故が多く発生している。

(2)観光

・拠点間に高規格幹線道路のミッシングリ

ンクが存在し道路ネットワークの機能が最

大限発揮されていない。

(3)医療

・北見市の高次医療施設への救急搬送ルー

ト上に速度低下の大きい市街地や走行性の

低い峠が存在。

・冬季は地吹雪や路面凍結等により走行環

境がさらに悪化。

(1)安全かつ効率的な物流ルート

の確保による「地域を支える基幹

産業の生産性向上」

(2)周遊性が高く定時性の確保に

よる「ひがし北海道の広域観光周

遊促進」

(3)医療拠点への速達性向上によ

る「地域の安心できる暮らしを確

保」

(4)物流、観光、医療の政策目標

達成に必要な共通機能としての

「災害時にも機能する代替性の確

保」

[案①]　別線・短絡ルート（事業費約590～650億円）

〈北見市と女満別空港のアクセス向上を重視し、山間部はトンネル構造で通過して延長を短縮

し、全線で新たな自動車専用道路を整備する案〉

(1)安全かつ効率的な物流ルートの確保による「地域を支える基幹産業の生産性向上」

 ・貨物輸送と生活交通の分離により安全性が向上

 ・事故多発箇所、急勾配箇所、地吹雪多発箇所を全て回避し、安全性や効率性が向上

(2)周遊性が高く定時性の確保による「ひがし北海道の広域観光周遊促進」

 ・女満別空港と北見市が直結し所要時間を最も短縮

 ・遠軽町や旭川市、サロマ湖、能取湖など各方面への周遊性は向上しない

(3)医療拠点への速達性向上による「地域の安心できる暮らしを確保」

 ・高次医療施設への速達性が向上し60分圏域内人口が増加し、２次医療施設がある網走市が

圏域内となる。

[案②]　別線・アクセス配慮ルート（事業費約460～500億円）

〈北見市と女満別空港の他に遠軽・旭川、能取湖・網走湖方面へのアクセスも考慮し、自然環

境への影響にも配慮した上で全線で新たな自動車専用道路を整備する案〉

(1)安全かつ効率的な物流ルートの確保による「地域を支える基幹産業の生産性向上」

 ・貨物輸送と生活交通の分離により安全性が向上

 ・事故多発箇所、急勾配箇所、地吹雪多発箇所を全て回避し、安全性や効率性が向上

(2)周遊性が高く定時性の確保による「ひがし北海道の広域観光周遊促進」

 ・女満別空港と北見市が直結し所要時間が短縮

 ・遠軽町や旭川市、サロマ湖、能取湖など各方面への周遊性が向上

(3)医療拠点への速達性向上による「地域の安心できる暮らしを確保」

 ・高次医療施設への速達性が向上し60分圏域内人口が増加し、２次医療施設がある網走市が

圏域内となる。

実施箇所 解決すべき課題等、原因
達成すべき
政策目標

対応方針複数案との比較

[案②]　別線・アクセス配慮ルートを選定

（理由）

・[案②］別線・アクセス配慮ルートは、

[案①]や[案③]に比べ、安全かつ効率的な

物流ルートの確保による「地域を支える基

幹産業の生産性向上」、周遊性が高く定時

性の確保による「ひがし北海道の広域観光

周遊促進」、医療拠点への速達性向上によ

る「地域の安心できる暮らしを確保」とい

う全ての政策目標面において、同等以上の

達成が見込め、優れている。

・地域意見聴取の結果、政策目標の達成の

ためには、「地吹雪の発生箇所の回避」、

「各方面（国道３３３号や道道網走端野

線）へアクセスしやすいこと」がアンケー

ト及びヒアリング双方で重視されており、

また、事業にあたって配慮すべき事項とし

て「自然環境への影響が小さいこと」、

「工事中の交通規制により影響が小さいこ

と」が重視されていた。【案②】は地域が

望む重視・配慮すべき項目に適切に対応可

能である。

・インターチェンジの詳細な位置や構造に

ついては、地域意見聴取の結果等を踏ま

え、市街地や主要な幹線道路へのアクセス

性、物流拠点や高次医療施設への速達性、

観光交流の促進等に寄与する配置を検討す

る。

出典：国土交通省ＨＰより
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冬季の渋滞状況（写真1）

１．オホーツク圏の課題

北海道横断自動車道網走線（端野～高野）における計画段階評価

③救急・高次医療サービスの享受が困難

・北見市はオホーツク圏で唯一第３次

医療施設を有し、２次医療施設を持

つ網走市からも救急搬送を受け入れ

るなど、オホーツク圏の医療拠点。

・北見市の３次医療施設から搬送時

間６０分以内に到達できる人口は約

６割と低く、さらに冬季は走行環境

が悪化し約３割まで低下するなど医

療不安を抱える地域。（図5） 資料：搬送件数はH28消防本部アンケート

北見市への救急搬送・60分カバー圏と
救急搬送割合（図5）

３．政策目標

２．原因分析

①安全かつ効率的な物流ルート確保による「地域を支える基幹産業の生産性向上」

北見60分
人口カバー率

夏季 冬季悪天候

北見市周辺
７自治体

５８％ ３４％

・オホーツク圏は日本の食を支える最大生産空間であ

るが、全国の食卓へ届けるには長時間・長距離輸送

が必要。（図１,2）

・市街地では大型車事故

率が乗用車類の約３倍

と高く、交差点や沿道出

入りによる事故が約８割

を占める。

（図6、7）

①市街地での大型車関連事故が多発

③冬季走行環境悪化による旅行速度の低下

46

32
24
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夏期 冬期 冬期

（悪天候時）

（km/h）

冬季悪天候時の旅
行速度低下（図10）

資料：民間プローブ調査結果
夏季：平成25～26年、
冬季：平成24～27年（網走開発建設部）

20㎞/h以上の
速度低下

きたみ

きたみ

あばしり

全国へ出荷するには
長時間・長距離輸送が必要

全国の食卓へ

・圏内は道内1位の暴風雪発生地域であり、主要農産

品の出荷は冬期に偏りドライバーの負担が大きい。
オホーツク圏と
道内物流拠点（図1）

農水産品の全国シェア（図2）

①安全かつ輸送効率化が必要な「食」の最大生産空間

オホー

ツク

493千t
44%

上川

141千t
13%

空知

108千t
10%

その他道内

41千t
4%

兵庫

78千t
7%

佐賀

75千t
7%

その他道外

172千t
15%

H28年産
全国

たまねぎ収穫量

1,107千ｔ

オホー

ツク

45千t
40%

根室

19千t
17%

宗谷

9千t
8%

日高

6千t
6%

その他道内

18千t
16%

岩手

8千t
7%

その他道外

7千t
6%

H28年
全国さけ・ます

漁獲量

112千ｔ

資料：作況調査、漁業・養殖業生産統計

並行現道国道39号の所要時間（図9）

②拠点施設間の高規格道路ミッシングリンク

・当該区間は、圏域の中心都市の北見市と空の玄関口である女満別空港、重要港湾

を擁する網走市を結ぶ重要な区間であるが、高規格道路ネットワークが接続してい

ないミッシングリンク。（図8）

・ミッシングリンクの存在により高

規格道路ネットワークの機能

が最大限には発揮されておら

ず、並行現道国道39号におけ

る冬季所要時間は夏季の最大

２倍を要し、定時性が低い。

（図9） オホーツク圏における高規格幹線道路網（図8）

きたみ めまんべつ

あばしり

バラツキが多く
最大２倍の所要時間の差

夏季３分

冬季１６分

②周遊性が高く定時性の確保による「ひがし北海道の広域観光周遊促進」

③医療拠点への速達性向上による「地域の安心できる暮らしを確保」

北見市

十勝圏

道央・
道北圏

女満別空港

網走市
知床

北見市
46％

網走市
15％

その他
17％美幌町

6％
紋別市7％

遠軽町
10％

政策目標達成に必要な共通機能 「災害時にも機能する代替性の確保」

3

28%

15%

72%

85%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当該区間

全道国道

死亡・重傷 軽傷

大型車類の死亡・重傷事故発生割合（図3）

資料：事故マッチングデータ（H19-28）

・主要農水産品の主要輸送

ルートである当該区間は、

大型車関連の重大事故発

生割合が高い。（図3）

第３次救急医療施設

第２次救急医療施設

26.5

81.1

0

40

80

120

乗用車類 大型車類

件/億台km

市街地の大型車
事故率は乗用車の

約３倍

市街地における車種別事故率（図6）

資料：事故マッチングデータ（H19～H28）
平成27年度全国道路・街路交通情勢調査

市街地における大型車関連事故類型（図7）

資料：事故マッチングデータ（H19～H28）

交差点・沿道出入りに
起因する事故が約８割

②広域周遊観光に必要な道路ネットワーク

・オホーツク圏は世界遺産知床や流氷

などの観光資源が豊富な地域。（図4）

しれとこ

オホーツク圏の観光資源と周遊性（図4）

流氷観光船おーろら

・広域観光周遊ルートに認定され、

地域が世界水準の観光地形成に

取り組むが、周遊性が

低いオホーツク圏は

伸び悩み。 高規格道路
未整備区間

「世界自然遺産」知床

「阿寒摩周国立公園」美幌峠

女満別空港

：主要渋滞箇所

冬季市街地の渋滞状況

広域観光
周遊ルート

広域観光周遊
ルート【H27認定】

5％以上流動

25％以上流動

50％以上流動

凡　　例

※大型車はバス及び貨物車
市街地は端野、端野１区、緋牛内

※大型車はバス及び貨物車
市街地は端野、端野１区、緋牛内

ほっかいどう あばしり たんの たかの

・当該区間の冬季は地吹雪等

により走行環境が悪化し、

旅行速度が低下。

（写真1、図10）



（参考）当該事業の経緯等

対策案の考え方

【案①】別線・短絡ルート 【案②】別線・アクセス配慮ルート 【案③】現道活用・一部バイパスルート

北見～女満別空港のアクセス向上を重視したルート
北見～女満別空港の他に遠軽・旭川、各湖方面など
周辺地域へのアクセスも考慮したルート

現道を部分的に活用し、局所的な改良を行う
ルート

区間延長 約１３ｋｍ（自動車専用道路） 約１４ｋｍ（自動車専用道路） 約１６ｋｍ（自動車専用道路＋現道改良）

政
策
目
標

安全かつ効率的な物流
ルート確保による「地
域を支える基幹産業の
生産性向上」

災
害
時
に
も
機
能
す
る
代
替
性
の
確
保

交通事故が少なく安全
安心な道路

・貨物輸送と生活交通の分離により安全性が向上する

・事故多発箇所を回避できる
◎

・貨物輸送と生活交通の分離により安全性が向上する

・事故多発箇所を回避できる
◎

・現道改良区間では貨物輸送と生活交通の分離は

できない

・事故多発箇所を回避できる
△

走行性が高く輸送効率
が高い道路

・急勾配箇所を回避できる

・地吹雪発生箇所を全て回避できる
◎

・急勾配箇所を回避できる

・地吹雪発生箇所を全て回避できる
◎

・急勾配箇所が一部回避できない

・地吹雪発生箇所が一部回避できない
△

周遊性が高く定時性の
確保による「ひがし北
海道の広域観光周遊促
進」

拠点都市と空港のアク
セス性が高い道路

・女満別空港と北見市が直結し、所要時間が最も短縮

できる
◎

・女満別空港と北見市が直結し、所要時間が短縮でき

る
○

・女満別空港と北見市は直結せず、所要時間があ

まり短縮できない △

各方面への周遊性が高
い道路

・各方面への接続が困難でありアクセス向上は図られ

ない
×

・遠軽・旭川、サロマ湖、能取湖など各方面へのアク

セス向上が図れる
◎ ・現状とほぼ変わらない △

医療拠点への速達性向
上による「地域の安心
できる暮らしを確保」

高次医療施設のある北
見市への速達性が高い
道路

・北見市60分圏域内人口が増加する

・２次医療施設がある網走市が圏域内になる
◎

・北見市60分圏内人口が増加する

・２次医療施設がある網走市が圏域内になる
◎

・北見市60分圏内人口があまり増加しない

・２次医療施設のある網走市が圏域外のまま
△

配
慮
す
べ
き
事
項

地域への影響 家屋や施設等への影響
・家屋等への影響は小さい

・工業団地を横断する
△ ・家屋等への影響は小さい ○ ・家屋等への影響は最も小さい ◎

環境への影響 自然環境への影響
・樹林地のほか、貴重な湿地帯を通過するため案③に

比較して大きくなる可能性がある
△

・樹林地を通過するため案③に比較して大きくなる可

能性がある
○ ・現道を多く活用するため比較的小さい ◎

工事中の影響 工事中の現道交通への影響 ・工事中の現道への影響は小さい ◎ ・工事中の現道への影響は小さい ◎ ・現道改良区間は影響が大きく通行規制が必要 △

経済性 経済性

・区間延長は短いが山地部を通過しトンネル構造とな

り経済性に劣る △
・区間延長は案①に比べ長くなるが、土工バランスが

図られ経済性に優れる ○
・現道を活用することでコストが抑えられ、案①、

案②に比較して経済性に優れる ◎
約５９０～６５０億円 約４６０～５００億円 約３００～３４０億円

４．対策案の検討

4

※地吹雪多発箇所は、雪況
調査、維持除雪業者や有
識者ヒアリング結果を踏
まえた、吹雪による障害
発生の危険性が高い箇所

対応方針【案②】別線・アクセス配慮ルートによる対策が妥当
・路 線 名 ：一般国道３９号（北海道横断自動車道網走線）
・区 間 ：北見市端野町字川向～網走郡美幌町字高野
・概略延長 ：約１４km
・標準車線数：２車線
・設計速度 ：８０km/h
・概ねのルート：図11の【案②】のとおり

地元調整等の状況
・H28.12月：計画段階評価着手（第1回北海道地方小委員会）
・H29. 8月：第1回地域意見聴取
・H30. 2月：計画段階評価（第2回北海道地方小委員会）
・H30. 6月：第2回地域意見聴取
・H30.12月：対応方針(案)決定（第3回北海道地方小委員会）

地域の要望等
・H30. 5月：北海道横断自動車道早期建設促進期成会が国土交通省に早期事

業化に向け計画段階評価手続きの促進を要望
・H30. 5月：北海道横断自動車道北見・網走間建設促進期成会が国土交通省

に早期事業化に向け計画段階評価手続きの促進を要望
・H30.11月：北海道横断自動車道北見地区早期建設促進期成会が国土交通省

に早期事業化に向け計画段階評価手続きの促進を要望
・H31. 1月：北海道横断自動車道北見・網走間建設促進期成会が国土交通省

に新規事業化を要望

案②

案①

案③

北見市

「遠軽・旭川」方面 「能取湖・網走湖」方面 「網走」方面

「帯広」方面

「サロマ湖・常呂」方面

美幌町

大空町

美野峠

至 斜里

端野～高野間における対策案検討（図11） 至 釧路

北海道横断自動車道網走線（端野～高野）における計画段階評価
ほっかいどう あばしり たんの たかの



計画段階評価の審議経過

北海道横断自動車道 根室線（尾幌～糸魚沢）

5

【審議内容】
■計画段階評価

手続きの進め方

■地域・道路の
現状と課題

■地域意見
聴取方法(案)

対
応
方
針
の
決
定

（
概
略
ル
ー
ト
・
構
造
等
）

地域意見聴取
（第１回）

北海道
地方小委員会

○地域・道路の課題

◆意見聴取方法
<ヒアリング>

対象者
・沿線自治体等
・関係団体

<アンケート>
対象者
・地域住民
・道路利用者

【審議内容】
■地域意見聴取の結果

■地域意見を踏まえた
路線の政策目標(案)

■地域意見を踏まえた
路線の整備方針(案)

■比較ルート(案)
（複数案）

■地域意見
聴取方法(案)

北海道
地方小委員会

地域意見聴取
（第２回）

○路線の整備方針

◆意見聴取方法
<ヒアリング>
対象者
・沿線自治体等
・関係団体

<アンケート>
対象者
・地域住民
・道路利用者
・観光客

【平成２９年８月２５日（金）】 【平成２９年１２月６日（水）
～１２月２７日（水）】

【審議内容】
■地域意見聴取の

結果

■対応方針（案）
の検討

北海道
地方小委員会

【平成３０年１０月２６日（金）
～１１月１５日（木）】

【平成３０年６月２１日（木）】 【平成３１年１月３０日（水）】



計画段階評価の結果等一覧

北海道横断自動車道 根室線（尾幌～糸魚沢）

計画段階評価の結果等一覧

出典：国土交通省ＨＰより

6

[案②]　一部現道活用ルート（事業費約790～880億円）

〈津波浸水予測範囲のうち、低浸水区間は道路の嵩上げにより現道を活用するルート〉

(1)日本の食卓を支える主要輸送経路の効率性・安全性の向上

 ・急な上り坂、下り坂を一部回避できないため、輸送効率の向上効果が小さい。

 ・糸魚沢集落では貨物交通と生活交通の輻輳が残るため安全性に不安が残る。

(2)世界水準の観光地形成に向けた、ひがし北海道の広域観光周遊支援

 ・一部現道を活用するため、夏期、冬季ともに年間を通じて釧路空港へのアクセス性向上効果が小さい。

 ・糸魚沢集落付近で一部通行止め多発区間を回避できないが、現道対策による低減効果は期待できる。

(3)地域が安心して暮らせるため、医療施設への速達性、安定性の向上

 ・一部現道を活用するため、夏期、冬季ともに年間を通じて釧路市の三次医療施設への時間短縮効果が小さい。

 ・信号や急カーブが一部残り、搬送患者の負担軽減に支障がある。

(4)大規模地震発生時の避難・復旧活動を支援

 ・津波浸水区間を一部別線整備や現道の嵩上げにより回避し、地震・津波発生時の避難・輸送ルートを確保できる。

 ・一部別線整備と既存の道路ネットワークの活用により代替路を確保できるが迂回距離が増える。

北海道横断自動車道　根室線

尾幌～糸魚沢

（北海道）

（課題等）

(1)物流

・物流拠点間の距離が長く長距離輸送が必要なため

地域を支える農水産業の輸送効率化が課題。

・貨物車の重大事故発生割合が高く安全性に課題。

(2)観光

・十勝地域や釧路地域の観光入込客数は増加傾向だ

が、根室地域では横ばい。

(3)医療

・高次医療施設のある釧路市のカバー面積が全国一

広く釧路市への速達性や走行性に課題。

(4)防災

・釧路根室地域は大規模な地震の発生確率が北海道

で最も高く、厚岸町市街地を中心に津波浸水予測範

囲が広がり、救援物資の輸送や災害復旧経路の確保

に課題。

（原因）

(1)物流

・貨物輸送と生活交通の輻輳による貨物車事故や線

形不良区間における事故が多く発生し輸送効率や安

全性が低下。

(2)観光

・高規格幹線道路が整備されていないため根室地域

から釧路空港へのアクセス性が低く、冠水や地吹雪

による通行止め多発区間により定時性が低い。

(2)医療

・信号交差点の連続による市街地の速度低下や、冬

季の約５割の期間で交通阻害となる冬季路面や視程

障害が発生し、速達性や走行性が低下。

(3)防災

・現道の大半が津波浸水予測範囲に位置し、大規模

地震発生時の避難・復旧ルートとして機能しない。

(1)日本の食卓を支える主要

物流輸送経路の効率性・安全

性の向上

(2)世界水準の観光地形成に

向けた、ひがし北海道の広域

観光周遊支援

(3)地域が安心して暮らせる

ため、医療施設への速達性・

安定性の向上

(4)大規模地震発生時の避

難・復旧活動を支援

[案①]　別線整備ルート（事業費約620～700億円）

〈津波浸水予測範囲を回避し、環境面への影響にも最大限配慮した上で全線で新たな自動車専用道路を整備する案〉

(1)日本の食卓を支える主要輸送経路の効率性・安全性の向上

 ・急な上り坂、下り坂を回避し輸送効率が向上。

 ・市街地部等における貨物輸送と生活交通の輻輳が解消され安全性が向上。

(2)世界水準の観光地形成に向けた、ひがし北海道の広域観光周遊支援

 ・夏期、冬季ともに年間を通じて釧路空港へのアクセス性が向上。

 ・冠水、地吹雪による通行止め多発区間の回避により定時性が向上。

(3)地域が安心して暮らせるため、医療施設への速達性、安定性の向上

 ・夏期、冬季ともに年間を通じて釧路市の三次医療施設への時間短縮効果が大きい。

 ・信号や急カーブを全て回避し、搬送時の安定性が向上するため、搬送患者の負担を軽減。

(4)大規模地震発生時の避難・復旧活動を支援

 ・津波浸水区間を別線整備により回避し、地震・津波発生時の避難・輸送ルートを確保できる。

 ・別線整備により全線代替路を確保できる。

実施箇所 解決すべき課題等、原因
達成すべき

政策目標
対応方針複数案との比較

[案①]　別線整備ルートを選定

（理由）

・[案①］別線整備ルートは、[案

②]に比べ、「日本の食卓を支える

主要物流輸送経路の効率性・安全

性の向上」、「世界水準の観光地

形成に向けた、ひがし北海道の広

域観光周遊支援」、「地域が安心

して暮らせるため、医療施設への

速達性・安定性の向上」「大規模

地震発生時の避難・復旧活動を支

援」というすべての政策目標面で

優れている。

・地域意見聴取結果においては、

「自然環境への影響」、「建設に

要する費用」への配慮を望む意見

が多く挙げられているが、[案①]

はこれらの事項に対して総合的に

配慮できるため地域のニーズにも

応えられる。

・インターチェンジの詳細な位置

や構造については、地域意見聴取

の結果等を踏まえ、災害時の避

難・救援活動の円滑性、市街地や

主要な幹線道路、物流拠点との連

絡性、観光交流の促進等に寄与す

る配置とする。



（図４）
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・国道４４号の釧路町別保 ～

根室市温根沼間の未事業区

間は線形隘路の約６割が

厚岸町に集中し、また区間最

大の通過市街地であるため、

走行速度が低下するとともに、

一般交通と物流交通の輻輳

による交通事故が多発。

（図５，６，７）

２．原因分析

②路面凍結や視程障害発生
による走行性・定時性低下

③災害発生時の幹線道路の
代替性・多重性の欠如

①線形不良区間や市街地で速度低下や安全性が低下

１．釧路根室地域の課題

①全国の「食」を支える地域の
物流効率の低さ

③高次医療の受療レベルの低下

津波による道路ネットワークの寸断（図４）

第３次救急医療機関60分カバー圏（図３）

④大規模地震の不安を抱える地域

資料：国勢調査（H27)

く し ろ ね む ろ

根室釧路地域から物流拠点までの輸送（図１）

搬送所要時間分布（図９）

冬季の地吹雪状況（写真１）

厚岸町の避難・支援路の寸断（図１０）

資料：道路台帳

釧路～根室間の
線形隘路割合（図５）

・釧路根室地域は道内の物流拠点までの距離が

長く、長距離の陸上輸送を強いられる。（図１）

・根室市のさんまは国内外へ販路拡大が図ら

れており、全国屈指の食糧供給基地として、

農水産品を安定供給するため、輸送の安全性

向上と効率化が求められる。（図１）

・釧路根室地域は第３次救急医療施設カバー

面積が全国１位の広さであり、 通院や救急

搬送は釧路市に集中。

・釧路根室地域は30年以内の大規模

地震発生確率が高く、厚岸町では市

街を中心に津波浸水予測範囲が存在。

あっけしちょう

・国道４４号の釧路町～根室市間

では、冬季間の約５割で交通阻

害となる視界不良や冬季路面が

発生しており、物流や観光周遊、

救急搬送の走行性・定時性が著

しく低下。 （図８，９、写真１）

・国道４４号及び周辺道道が津波浸水

予測範囲に位置することから、津波に

より道路が被災した場合、厚岸町への

アクセスが困難。（図１０）

あっけしちょう

・厚岸町の人口のうち、第３次救急医療機関

の60分圏外は、夏季は４割程度だが、冬季

悪天候時は速度低下により、９割以上に増

加。（図３）

あっけしちょう

・釧路市と根室市を結ぶ国道は４４号のみであり、

厚岸町が津波浸水被害を受けると釧路～根室

間の道路ネットワークが寸断する恐れがある。

釧路～根室間の線形隘路
区間での事故割合（図６）

資料：事故マッチングデータ（H18-27） 資料：民間プローブデータ（H26-28）

区間平均速度（図７）

資料： 釧路開発建設部道路パトロール（H26～28）
※冬季は12月～2月、パトロール頻度は概ね2日に1回
冬季路面は圧雪、アイスバーン、シャーベット状態

冬季路面・視界不良割合（図８）
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3.6km
38％
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5.9km
62％

その他の
地域

5件、23％
厚岸町
17件
77％

６割以上が
厚岸町

凡 例

高規格道路（事業中）

高規格道路（開通済）

一 般 国 道

主要道道・一般道道

津波浸水予測範囲

津波浸水により、救援物資の輸送や
災害復旧に大きく影響

東日本大震災時は
住民約1千人が避難

全国１位を誇るさんま、生乳等の
農水産品を毎日輸送

7

665 707

0

200
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800

Ｈ22 Ｈ25 Ｈ28

（ｔ）

H22に「根室市アジア圏輸出促進
協議会」を発足し、アジア市場に
向け輸出促進の取り組みを推進。

根室産さんまの
ベトナム輸出量
Ｈ22→Ｈ28で
100倍に増加

道内の物流拠点までの距
離が長く、フェリー等の出
航時間に間に合わせるた
めにトラック満載で出荷で
きない場合がある。

資料：根室市

資料:北海道防災会議地震専門委員会資料の津波予測範囲を基に釧路開発建設部作成

関東・関西
ベトナム等へ

関東・関西等へ

凡 例

開 通 区間

事業中区間

調査中区間 □□□

根室港～苫小牧港
：約415ｋｍ、約355分

【東日本大震災時の避難状況】
（道の駅厚岸グルメパーク）

厚岸町内の国道44号
冠水状況（写真2）

・国道44号は湿地帯を通過
するため、冠水による通行

止めが発生しやすく、定時

移動を阻害。（写真2）

資料：道路交通センサス（Ｈ27）

津波災害時、周辺道路が
津波浸水により利用できない

津波発生時では、厚岸町
（約8千人）が孤立する恐れ

資料：厚岸町津波ハザードマップ（平成25年3月）

釧路東部消防本部
（災害時の厚岸町
災害対策本部）

写真2

べ っ ぽ

あっけしちょう

※注：線形隘路とは、曲線半径R＜200ｍ（道路構造令の望ましい値）、
縦断勾配i＞4％（凍結路面で大型車の登坂不能車両が増加する勾配）
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冬季ばらつき
大

資料：民間プローブ（Ｈ26～Ｈ28）
注：夏季は3月～11月、冬季は12月～2月
注：厚岸町糸魚沢～釧路市の所要時間分布

冬期30分

夏期12分

根室港～釧路港
：約135ｋｍ、約140分

○日本の食卓を支える主要物流輸送経路の効率化や安全性の向上
○世界水準の観光地形成に向けた、ひがし北海道の広域観光周遊支援
○地域が安心して暮らせるため、医療施設への速達性・安定性の向上
○大規模地震発生時の避難・復旧活動を支援

３．政策目標

②周遊観光に不可欠な
高速ネットワーク

・釧路根室地域は、「アジアの宝悠久の自然へ

の道ひがし北海道」の一翼を担う地域であり、

観光資源が豊富。

く し ろ ね む ろ

十勝釧路根室地域の観光入込客数推移（図２）
資料：北海道観光入込客数調査報告書（北海道経済部観光局）

・高規格道路の延伸に伴い、釧路・十勝地域は観

光入込客数が増加傾向にあるが、高規格道路

ネットワークのない根室地域は横這いで推移。

く し ろ

ね む ろ

糸魚沢地区
約70人

真栄・港町地区など9地区

約4700人

湾月・若竹地区など10地区

約3500人

く し ろ ね む ろ

あっけしちょ う ね む ろ

根室地域

【道東道】浦幌～白糠間
H27.3開通

【道東道】夕張～占冠間
H23.10開通

釧路地域

十勝地域

第３次救急医療期間
市立釧路総合病院

厚岸町
人口

60分圏域外
人口（割合）

夏季

9.8千人

4.3千人(44％)

冬季 6.0千人(61％)

冬季悪天候時 9.3千人(95％)

く し ろ

根室地域は
入込が伸び悩み

冬季悪天候時の60分圏

夏季の60分圏

冬季の60分圏

市立釧路総合病院

厚岸町役場

厚岸町市街地
鶴居村

釧路市

釧路町

厚岸町

標茶町

（図２）

と か ち

釧路・十勝
地域は
入込が
増加傾向

厚岸町役場

北海道横断自動車道根室線（尾幌～糸魚沢）における計画段階評価
ねむろほっかいどう おぼろ いといざわ
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比較ルートの考え方

【案①）別線整備ルート 【案②】 一部現道活用ルート

津波浸水予測範囲を回避し、環境面への影響に最大限配慮したルート 津波浸水予測範囲のうち、低浸水区間は道路の嵩上げにより現道を活用するルート

区間延長 約25km（自動車専用道路） 約24km（自動車専用道路＋現道改良）

政
策
目
標

日本の食卓を支える主要輸
送経路の効率性・安全性の
向上

線形不良区間の解消 ・急な上り坂、下り坂を回避できる ◎ ・現道活用区間に一部急な上り坂、下り坂が残る。 △

走行安全性の向上
・貨物輸送と厚岸市街・糸魚沢集落の生活交通の輻輳が解消され安全性が確保
される

◎ ・糸魚沢集落では、貨物輸送と生活交通の輻輳が残るため、安全性に不安が残る △

世界水準の観光地形成に向
けた、ひがし北海道の広域
観光周遊支援

釧路空港への
アクセス性向上

・夏季、冬季ともに年間を通じて釧路空港―根室市間の時間短縮効果が大きい ◎
・一部現道を活用するため、夏季、冬季ともに年間を通じて釧路空港―根室市間
の時間短縮効果が小さい

△

定時性の向上 ・冠水・地吹雪による通行止め多発区間の回避が可能 ◎
・糸魚沢集落付近で一部通行止め多発区間を回避できないが、現道対策で低減効
果が期待

〇

地域が安心して暮らせるた
め、医療施設への速達性・
安定性の向上

第３次医療機関への
移動時間短縮
（夏季・冬季）

・夏季、冬季ともに年間を通じて時間短縮効果が大きい ◎ ・一部現道を活用するため、夏季、冬季ともに時間短縮効果が小さい △

搬送時の安定性向上
・信号箇所（７箇所）や急なカーブ（９箇所）を全て回避し、搬送患者の負担
を軽減できる。

◎
・別線区間は信号箇所（６箇所）や急なカーブ（８箇所）を回避できるが、現道
改良区間で信号箇所（１箇所）や急なカーブ（１箇所）が一部残り、搬送患者
の負担軽減に支障がある。

○

大規模地震発生時の避難・
復旧活動を支援

脆弱性の解消
・津波浸水区間を別線整備により解消し、地震・津波発生時の避難・輸送ルー
トを確保できる

◎
・津波浸水予想範囲にある低浸水区間の現道の嵩上げにより解消し、地震・津波
発生時の避難・輸送ルートを確保できる

◎

代替路の確保 ・別線整備により全線代替路を確保できる ◎
・一部区間の別線整備と、既存の道道ネットワークを活用することで代替路を確
保できるが迂回距離は増える

〇

配
慮
す
べ
き
事
項

地域への影響

家屋等土地利用への影響 ・家屋等の支障が少なく、農用地への影響は小さい ◎ ・家屋等の支障が少なく、農用地への影響は小さい ◎

沿道地域からの利便性
・アクセスコントロールされるため糸魚沢集落からの利便性が案②に比べやや
劣る

〇 ・一部現道を活用するため糸魚沢集落からの利便性が高い ◎

自然影響への
影響

自然環境への影響
・延長が長いが、樹林地や貴重な湿地など自然環境への配慮が必要な範囲を回
避しており、自然環境への影響は小さい

◎
・樹林地や貴重な湿地など自然環境への配慮が必要な範囲を一部通過するが、樹
林等の改変面積が小さいため、自然環境への影響が比較的小さい

〇

工事中への影響
工事中の現道
交通への影響 ・別線ルートとなるため、工事中の現道交通への影響は案②に比べ小さい ◎ ・現道改良区間は現道交通への影響が大きく、工事中の通行規制が必要 △

経済性
整備区間や構造等に

係る費用
・案②と比べ経済性に優れる

◎
・津波浸水域を通過するため、対策費用が嵩み、案①に比べ経済性に劣る

△
約６２０～７００億円 約７９０～８８０億円

総合評価 ◎ △

厚岸湖

案②一部現道活用ルート

厚岸地域における対策案検討（図11）

対応方針【案①】別線整備ルート案による対策が妥当
・路 線 名：一般国道４４号
・区 間：厚岸町尾幌～厚岸町糸魚沢
・概略延長：約２５ｋｍ・標準車線数 ：２車線
・設計速度：８０km/h ・概ねのルート：図11の【案①】のとおり

13.50m

2.50

別線整備区間

3.50 1.50 3.50 2.50

北海道横断自動車道根室線（尾幌～糸魚沢）における計画段階評価

案①別線整備ルート

尾幌集落

厚岸市街

糸魚沢集落

４．対策案の検討

（参考）当該事業の経緯等
地元調整等の状況
・H29. 8 計画段階評価着手（第１回北海道地方小委員会）
・H29.12 第１回地域意見聴取
・H30. 6 計画段階評価（第２回北海道地方小委員会）
・H30.10 第２回地域意見聴取
・H31. 1 対応方針(案)決定（第３回北海道地方小委員会）

地域の要望等
・H29. 7 北海道横断自動車道釧路･根室間建設促進期成会が

地方小委員会早期開催を国土交通省に要望
・H29.11 北海道横断自動車道釧路･根室間建設促進期成会が

計画段階評価の促進を国土交通省に要望
・H30. 6 北海道横断自動車道釧路・根室間建設促進期成会が

計画段階評価の促進を国土交通省に要望
・H30.11 北海道横断自動車道釧路・根室間建設促進期成会が

計画段階評価の促進を国土交通省に要望
・H31. 2  北海道横断自動車道釧路・根室間建設促進期成会が

新規事業化を国土交通省に要望

ねむろほっかいどう おぼろ いといざわ
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